








ルズ議会は、2006 年のウェールズ自治法（The Government of Wales Act）
でさらなる立法権を請求できるようになった。この権限委譲によって
2011 年ウェールズ語法（Welsh Language Measure / ウェールズ語ではメ
シュール・ア・ガムライグ Mesur y Gymraeg）が成立し、2012 年 4 月 1
日、初代のウェールズ語コミッショナー（Welsh Language Commissioner 












く前進させたのが、1993 年のウェールズ語法（The Welsh Language Act 
－ 2－
/ ウェールズ語ではデズヴ・アル・イアイス・ガムライグ Deddf yr Iaith 
Gymraeg）であった。1993 年法によって法的な権限を与えられたウェー
ルズ語委員会（The Welsh Language Board / ウェールズ語ではブルズ・ア








　1986 年 7 月、ウェールズ党（ウェールズ語の党名を持つ政党プライド・



























を含めウェールズ語委員会に 11 人名がおかれ、約 30 名の事務局職員で
運営されていたが、事務局職員の数は 2007 年には 83 名に増加している
（Welsh Language Board 2000; Williams 2008）。ウェールズ議会発足直前の
1997-1998 年度はウェールズ省から総額 573 万 6 千ポンド（当時の為替
レートで約 12 億円）の助成を受けていた（Williams 2000: 675）。ウェー
ルズ議会の発足によって委員会メンバーは議会首相に任命され、助成
はウェールズ議会政府から行われるようになった。2004-2005 年度には
1196 万 6 千ポンド（当時の為替レートで約 25 億円）の助成が行われて
いる（Welsh Language Board 2005）。公的団体のほか、民間企業などを
含め、1998 年までに 67、2000 年 3 月までに 134、2006 年までにウェー
ルズの州自治体 22 のものを含む 350 のウェールズ語運用計画がウェー
ルズ語委員会に承認されている（Williams 2000: 676; Welsh Language 
Board 2000: 88; Williams 2008: 268）。ウェールズ語委員会が廃止された










Awdurdod Datblygu Cymru）、ウェールズ観光局（Welsh Tourist Board、
ウェールズ語ではブルズ・クロイソ・カムリー Bwrdd Croeso Cymru）、
ウェールズ教育学習局（Education and Learning Wales、ウェールズ語
ではアディスグ・ア・ハフォルズィアント・アングハムリー Addysg a 












アセスィ・カムリー Awdurdod Cymwysterau, Cwricwlwm ac Asesu Cymru、
通称 ACCAC）などとともに、ウェールズ語委員会についても 2007 年
までにその業務と職員を議会政府へ移行すると発表した（BBC 2004b）。
　翌 2005 年 10 月ウェールズ議会の最大野党だったウェールズ党は、
ウェールズ語委員会の責務が議会政府への統合後どうなるのか明らかで
はないとして、ウェールズ語委員会廃止を延期するよう求めた。2003




































































（Welsh Assembly Government 2006a: 1）。







党の存在があった。2005 年 10 月に反対動議を出したウェールズ党だけ
でなく、保守党もかつて保守党中央政府が設立したウェールズ語委員会







　2007 年 5 月のウェールズ議会選挙で、26 に議席を減らした労働党と
15 に議席を増やしたウェールズ党の連立政権が成立する。連立を組む
にあたって労働党とウェールズ党の合意事項が One Wales. にまとめられ








ナーのポストを創設する。（Plaid Cymru 2007: 32）
ウィグリーが 1986 年に提出した法案に「ウェールズ言語コミッショ
ナー」設置が提案されていたことは前述したが、言語コミッショナーの





ウェールズ議会の立法権であるが、2006 年 7 月にウェールズ自治法が成
立したことで、農業、環境、文化、住宅など 20 の領域における事柄につ
いてウェールズ議会が立法権の請求をすることが可能になった。「ウェー











































　2010 年 12 月にウェールズ議会で可決されたウェールズ語法は、翌




2012 年 4 月 1 日、就任準備のため 2 月 1 日にウェールズ語委員会委員
長を辞任していたヒューズが、ウェールズ議会首相の任命を受けた。新
たなウェールズ語法のもとで統一的なウェールズ語スタンダードが作成
されるわけだが、コミッショナーの創設直後の 5 月から 8 月にかけて、
5 種類のウェールズ語スタンダードの草案が提示され、広く意見が募ら





























ではドゥール・カムリー Dŵr Cymru）が 1997 年 11 月に、ウェールズ南









18.5% から 2001 年の 20.8% へと初めて上昇し、話者の実数も 1991 年の
50 万 8 千人余りから 2001 年の 58 万 2 千人余りへと約 7 万 4 千人増加































(2)  Comisiynydd y Gymraeg/ Welsh Language Commissioner を「カムリー語担当官」
と訳す文献もある（原 2012）。





(4)  1986 年 7 月 1 日下院における発言。英国国会議事録の当該発言は http://
hansard.millbanksystems.com/commons/1986/jul/01/welsh-language で閲覧可能
である。
(5) 2011 年ウェールズ語法の条文は http://www.legislation.gov.uk/mwa/2011/1/pdfs/
mwa_20110001_en.pdf で閲覧可能である。
(6) 2012 年 12 月に公表された 2011 年国勢調査結果によれば、ウェールズ語話







いる（Welsh Language Commissioner 2012b）。2011 年国勢調査の結果につい
ては別の機会に詳しく論じたい。
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